
Ｂわが国におけるHodgkinリンパ腫について、正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ腫傷細胞はＣＤ30陽性である。

ｂ非Hodgkinリンパ腫に比べて、頻度が低い。

ｃ分子標的薬により、予後が著しく改善された。

ｄ年齢別発症頻度は、若年者と高齢者の２峰性である。

ｅ小型の腫傷細胞がぴ漫'性に増殖し腫癌を形成している。

『
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６急性左心不全に特徴的な所見はどれか。

ａ胸水貯留

ｂ肝腫大

ｃ下腿浮腫

ｄ泡沫状il客疾

ｅ頚静脈の怒張

１Leriche症候群でみられるのはどれか。

ａ陰萎

ｂ下血

ｃ乏尿

．高血圧

ｅ唾性対麻嘩

７Horner症候群を来たす疾患はどれかＣ

ａ神経梅毒

ｂ内頚動脈閉塞症

ｃラクナ梗塞（放線冠）

dGuillain-Barre症候群

ｅ糖尿病性動眼神経麻陣

２医療関連感染（院内感染）で問題となる細菌はどれか。２つ選べ。
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３低身長を主訴に来院した５歳の男児でまず行うのはどれか。

ａ染色体検査

ｂ骨年齢の評価

ｃ副腎機能検査

．成長曲線の作成

ｅ成長ホルモン分泌刺激試験

９中枢性肺胞低換気症候群について正しいのはどれか。

ａ高度の呼吸困難を伴う。

ｂ睡眠中に低酸素が増悪する。

ｃ炭酸ガス換気応答は正常である。

ｄ肺機能検査では拘束性換気障害を呈する。

ｅ原発性肺胞低換気症候群は中枢神経系に器質的異常を認める。

４無月経について誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ第一度はエストロゲン投与で出血する。

ｂ第一度はプロゲステロン投与で出血する。

ｃ第一度はゲスターゲン投与で出血しない。

ｄ第一度はエストロゲン＋プロゲステロン投与で出血する。

ｅ第二度はプロゲステロン投与で出血する。

１０原発性副甲状腺機能冗進症の検査所見で正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ高リン血症

ｂ低カルシウム血症

ｃ尿中リン排池低下

.尿中ｶﾙｼｳﾑ排#世増加

ｅ高クロール'性アシドーシス

５胆道癌のリスクファクターはどれか。２つ選べ。

ａ陣管非癒合

ｂ陣・胆管合流異常

ｃ原発性硬化性胆管炎

．原発性胆汁性肝硬変症

ｅ胆迩コレステロールポリープ

－２０４２－－２０４１－
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Fallot四徴症

肺動脈閉鎖症

１５写真の疾患で誤っているのはどれか。

ａ良性疾患である。

ｂ先天性疾患である。

ｃ癌化の可能性がある。

ｄ拡大切除が必要である。

ｅ整容面以外の治療が必要である。

１１１９Ｅについて正しいのはどれか。

ａ２量体で存在する。

ｂ血浦中濃度は免疫グロブリンの中で２番目に少ない。

ｃⅡ型アレルギーに関与する。

ｄ夏型過敏性肺臓炎で上昇する。

ｅ寄生虫疾患で上昇する。

零
~
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魁,

１４病院など多数の者が利用する施設の管理者に受動喫煙防止策を義務付けている法律はどれか。

ａ地域保健法

ｂ母子保健法

ｃ環境基本法

ｄ健康保険法

ｅ健康増進法

１７精神依存と身体依存を形成する薬物はどれか。

ａＬＳＤ

ｂメスカリン

ｃベンゾジァゼピン

．メタアンフェタミン

ｅフェンサイクリジン

１２正しい組合せはどれか。

Jatene手術

Brock手術

Norwood手術

Senning手術

Glen、手術

完全大血管転位症

左心低形成症候群

Darier徴候

プリツクテスト

ＬＵ－５グリアジン

Hutchinson徴候

血築交換療法

－２０４４－

『

ａ肥満細胞腫

ｂ造影剤アレルギー

ｃ小麦依存性迎動誘発アナフイラキシ－

．アトピー'性皮府炎

ｅ中毒性表皮壊死剥離症

１８次の組合せで正しいのはどれか。３つ選べ。

総肺静脈環流異常症

－２０４３－

１６急性一酸化炭素中毒で最も障害されやすい部位はどれか。

ａ 視床

ｂ脳 梁

ｃ被殻

．淡蒼球

ｅ尾状核

１３胎児心拍数基線細変動を増加させる因子はどれか。

ａ胎児睡眠

ｂ呼吸様運動

ｃ未熟性

．麻酔薬

ｅアシドーシス



食中毒で誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａサルモネラ食中毒では発熱が認められる。

ｂ腸炎ビブリオ食中毒の原因食品は生の魚介類が多い。

Ｃノロウイルスの消毒にはエタノールが最も有効である。

ｄ黄色ブドウ球菌食中毒の潜伏期間はｌO～24時間である。

ｅカンピロバクター食中毒の治療にはマクロライド系抗菌薬が投与される。

Ｆ
』
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２１２３歳の女性。３週間前より乾性咳噺を自覚するようになった。また、夕方になると３７℃後半の

発熱を来し、夜間の寝汗を認めるようになったため、当院へ受診となった。外来受診時に行った

略疾塗抹Ziehl-Neelsen染色検査でGaffky3号が検出された。確定診断のため次に行う検査として

正しいのはどれか。

ａ熔疾細胞診検査

ｂ噌撰菌種同定検査

ｃ略疲グラム染色検査

ｄツベルクリン反応検査

ｅ気管支鏡検査

１９腎細胞癌について正しいのはどれか。

ａ腎糸球体から発生する。

ｂ早期より血尿を呈する。

ｃ尿細胞診が陽性になることが多い。

ｄ標準的な外科的治療法は根治的腎摘除術である。

ｅ進行癌にはシスプラチンを中心とした多剤併用化学療法を行う。

雨

Ｆ
Ｌ

風0１

２２７５歳の女性。アルコール多飲者である。糖尿病にて外来通院していたが、血糖コントロール

は不良であった。１週間前から発熱、頻尿、食欲低下を認め、来院した。診察所見から腎孟腎炎

と診断し、緊急入院した。入院後、安静、禁食、電解質・糖の補液、抗菌薬投与にて腎孟腎炎は

回復した。その後食事を開始するも、摂取は不良であった。入院３週後から、意識の軽度混濁が

出現した。身長155ｃｍ、体重３７ｋｇ･呼吸数１８/分。脈拍８８/分、整。血圧126/７８ｍｍＨｇ・胸

部聴診にてラ音は聴取しない｡腹部は平担で肝牌に腫大を認めない｡下肢に浮腫を認めない｡項

部硬直はないが、運動失調、外眼筋性眼球運動障害を認めた。血小板25万、血糖値248ｍｇ/dﾉ、

ＨｂＡ１ｃ８､1％（基準43～58)、総蛋白６２９/dZ、アルブミン３３９ゾdI、尿素窒素１２ｍｇ/dJ、クレア

チニン０．６ｍｇ/dJ、ＡＳＴ３２単位、ＡＬＴ２４単位、ＡＬＰ220単位（基準260以下)、アミラーゼ180

単位（基準37～160)、アンモニア６５ｍｇ/dノ（基準70以下)。

意識障害の原因として、最も考えられるのはどれか。

ａ糖尿病性ケトアシドーシス

ｂ重症筋無力症

cWemicke脳症

ｄヘルペス脳炎

ｅ肝性脳症

－２０４５－ －２０４６－



疾患はどれか。

ａ陣頭部癌

ｂ薬液件識1句腺腫

ｃ粘液性嚢胞腺腫

ｄ陣管内乳頭粘液性腫癌

esolid-pseudopapillaryneoplasm

『
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２４６歳の男児。２週間前に発熱と咽頭痛を認め近医で治療を受けた。３日前から腹痛を認め、昨

日より下腿と啓部に５～１０ｍｍ大の多数の赤色皮疹が出現し、両側足関節の腫脹と姪痛を認めた

ため来院した。来院時に発熱はない。尿検査：蛋白（－)、糖（一)、沈置赤血球30～40/l視野。

便潜血反応ｌ＋・血液所見：白血球9,000、赤血球380万、血小板35万、プロトロンピン時間１１

秒（基準10～１４)、活性化部分トロンボプラスチン時間30秒（基準32)、血清ＡＳＯ460単位（基

準250以下)。

この疾患の検査所見としてよくみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ赤沈低下

ｂ血小板減少

ｃ第１３因子低下

ｄ血清IgA上昇

ｅ血清補体値低下

２３７５歳の男性。糖尿病で通院中。腹部超音波検査で陣迩胞と主陣管の拡張を指摘され、鞘査Ⅱ的

に紹介となった。心音と呼吸音に異常は認めず。腹部はやや膨隆しているが圧痛はなかった。筋

性防御や反跳痛は認めない。肝臓牌臓は触知しなかった。血液所見：赤血球410万、Ｈｂｌ２８ｇ/dJ、

Ｈt３７％、白血球4,400、血小板19万、血液生化学検査所見：総蛋白６‘７９/dﾉ、アルブミン４．１９/ｄｊ、

総ピリルビン０５ｍｇ/dﾉ、ＡＳＴ３０１Ｕ/Z、ＡＬＴ２５１Ｕ/ｊ、ＡＬＰ２５０１Ｕ/ノ（基準値115～359)、７－

ＧＴＰ４０１Ｕ〃（基準値8～50)、アミラーゼl241U/ノ（基準37～160)、血糖246ｍｇ/dI、尿素窒素１４

ｍｇ/dJ､クレアチニン0.4ｍｇ/dﾉ､CRP0.2ｍｇ/d/､ＣＥＡ１５ｎｇ/ｍＺ（基準５以下)､CAl9-920U/ｍＪ（基

準37以下）であった。既往歴は糖尿病。ＭRCPを示す。

－２０４７－

Ｔ２強調画像

２５５５歳の女性。以前からＨＢＶ陽性を指摘されるも放置していた。自覚症状はないが、健診にて精

密検査を勧められ来院した。血液所見：赤血球400万、白血球4,300．血液生化学所見：総ビリル

ピン１．０ｍｇ/dﾉ、ＡＳＴ２５１Ｕ〃、ＡＬＴ３４１Ｕ/ﾉ、ＡＬＰ３２０ＩＵ/ノ（基準350以下)。腹部MRIのＴｌ強

調画像とＴ２強訓画像を示す。

正しいのはどれか。

ａ肝臓Ｓ４を占拠する病変である。

ｂ腹部単純ＣＴで高吸収域を呈する。

ｃ腹部超音波検査でモザイク像を呈する。

ｄ腹部超音波検査で車軸状パターンを示す。

ｅ腹部ＭＲＩガドリニウム造影で腫傷辺縁に綿花状濃染像を認める。

画争一
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２６６２歳の男性◎数年前から心不全増悪入院を繰り返している。入院時心エコー検査の収縮期心尖

部四腔像を示す。

この画像から得られる適切な所見を選べ。

ａ重症大動脈弁逆流がある。

ｂ重症大動脈弁狭窄がある。

ｃ重症三尖弁逆流がある。

ｄ軽症僧帽弁逆流がある。

ｅ肺動脈弁狭窄がある。

２８６４歳の女性。子宮体癌の治療目的で入院。子宮全摘および骨盤腔内のリンパ節郭清術が実施さ

れた。その後、早朝離床時に突然の胸痛と呼吸困難とを訴えた。体温37.0℃・呼吸数28/分。脈

拍120/分、整。血圧90/６４ｍｍＨｇ・呼吸音に異常を認めなかった。心電図と胸部造影ＣＴを示す。

考えられるのはどれか。
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心電図
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ａ気胸

ｂ大動脈解離

ｃ急性心筋梗塞

ｄ出血性 シ ョ ッ ク

ｅ急性肺血栓寒栓症

収縮期心尖部四腔像

垣瀞

２７２０歳の男性。数年前から徐々に歩行が遅くなり、駅の階段も駆けあがれなくなったことを主訴

に来院。診察上近位筋有意の筋力低下を認めしゃがみ立ちができない。筋痛や筋の把握痛はみと

めない。検査所見では血清ＣＫが2310001U〃･針筋電図で運動単位電位の持続時間の減少および低

振幅を認める。筋生検のジストロフィン染色では部分的に欠損している。

この疾患で正しいのはどれか。

ａミオトニアを認める。

ｂ仮性肥大を呈する。

ｃ深部健反射は冗進する。

ｄ常染色体優性辿伝を呈する。

ｅ喋下障害を高頻度に認める。

5割5Ｓ１
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胸部造影ＣＴ
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３１１３歳の女子。11厘吐あり、その翌日より発熱､下痢が出現した。３日後より右下腹部痛が出現した。

来院時、右下腹部に圧痛（＋)、血液所見:赤血球456万、Ｈｂｌ３４ｇ/ｄｊ、Ｈt38.2％、白血球8,900、

血小板25.3万､血液生化学所見：総蛋白６．９９/dﾉ、アルブミン３７９/dJ､総ピリルビン１．０ｍｇ/ｄｊ、

AST161U/ﾉ､ＡＬＴ９１Ｕ/J､ＡＬＰ３６７１Ｕ/ｊ(基準１１５～359)、アミラーゼ651U〃（基準37～160)､尿

素窒素7.6ｍｇ/ｄｊ、クレアチニン０．５ｍｇ/dﾉ、ＣＲＰ１３．９ｍｇ/dﾉであった。

圧痛点はどれか。２つ選べ。

ａＬａｎｚ

ｂＲｏｖｓｉｎｇ

ｃＢｌｕｍｂｅｒｇ

ｄＭｃＢｕｍｅｙ

eRosenstem

２９４８歳の男性。３年前より高血圧を指摘されている。約２週間前より下肢に力が入りにくくなっ

たことを自覚しており、増悪傾向であったため精査加療目的にて入院した。脈拍６５回／分。血圧

160/９８ｍｍＨｇ・血清レーン活性0.1,9/ｍＪ/時間（基準1.2～2.5)､血清アルドステロン６８，９/dﾉ(基

準５～１０)。

今後、この患者に行うべき検査で有用でないのはどれか。

ａ腹部ＣＴ検査

ｂ立位フロセミド試験

ｃカプトプリル負荷試験

dEllsworth-Howard試験

ｅ選択的副腎静脈サンプリング検査

３０４７歳の男性。呼吸困難で搬送された。２０歳代に高血圧と蛋白尿を指摘されたが放置。意識清明。

体温36.1℃・呼吸数２８／分。脈拍９０／分、整。血圧164/９０ｍｍＨｇ・心音で、音、肺音で両下肺

野に湿‘性ラ音を聴取。両下肢に浮腫。直腸診は便潜血（一)。尿所見:蛋白３＋､糖（－)､潜血２－卜。

動脈血ガス（自発呼吸､ｒｏｏｍair）分析:ｐＨ7.31、PaO269Torr､PaCO237Torr、HCO面９，mol//・

血液所見：白血球9,000、赤血球280万、Ｈｂ８．９９/dﾉ、血小板１３万。腹部超音波は両腎共に萎縮

腎であった。下記の心電図を認めた。

血液生化学所見で正しいのはどれか。

ａＮａｌ４８ｍＥｑ/ﾉ、Ｋ３．１ｍＥｑ/Z、Ｃａ８．１ｍｇ/dﾉ、Ｐ６．９ｍｇ/ｄＺ

ｂＮａｌ２０ｍＥｑ/J、Ｋ７.ｌｍＥｑ/J、Ｃａｌ０，４ｍｇ/dZ、Ｐ２．９ｍｇ/dノ

ｃＮａｌ３５ｍＥｑ/J、Ｋ３．１ｍＥｑ/j、Ｃａ８１ｍｇ/dZ、Ｐ２．９ｍｇ/ｄｊ

ｄＮａｌ３５ｍＥｑ/J、Ｋ７．１ｍＥｑ/j、Ｃａ８．１ｍｇ/dﾉ、Ｐ６．９ｍｇ/ｄＺ

ｅＮａｌ３５ｍＥｑ〃、Ｋ７.ｌｍＥｑ/J、Ｃａｌ０．４ｍｇ/dJ、Ｐ２．９ｍｇ/dｊ

３２２歳の男児。粘血便と繰り返す腹痛を主訴に来院した。超音波検査より腸重積症を疑い、高圧

涜腸整復を行った。回腸結腸型であり、整復し、回腸に造影剤が流入したところで、回盲部より

口側１５cmほどの部位に類円形の壁外性に突出した構造物を認めた。

この術造物について最も適切なのはどれか。

ａ自然治癒する。

ｂ仮性憩室である。

ｃ潰傷出血を起こす。

ｄ難治性下痢の原因である。

ｅヨードシンチグラフイーが診断に有用である。

３３３０歳の女性。多嚢胞性卵巣症候群による排卵障害に対し、hMG-hCGによる排卵誘発治療後、咽

気、腹部膨満感、呼吸困雌を訴えて来院した。hCG投与から１４日目で、卵巣過剰刺激症候群と推

定される。

血液検査結果として妥当なのはどれか。

ａｈＣＧ感度以下

ｂｈＣＧｌＯＯＩＵ/Ｊ

ｃｈＣＧｌＯ,０００１Ｕ/ノ

．エストラジオール５０ｐｇ/ｍノ

ｅプロゲステロン感度以下、

「
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３５４６歳の男性。全身性厘箪、意識障害を主訴に搬送された。３か月前から歯痛があったが、歯科

医を受診せず市販の鎮痛薬で様子を見ており、１週前より右上下肢の脱力が出現していた。搬送時、

体温38.3℃･脈拍９６回／分。血圧124/78ｍｍＨｇ・項部硬直を認める。頭部造影ＣＴを示す。

治療薬として適切なのはどれか。３つ選べ。

涙
匙

2011(H23)年度6年生総合試験問題

３６５４歳の男性。５２歳時頃から妻や同僚に「無表情だ」と言われるようになった。５３歳時頃から

歩行や動作、話し方が遅くなった。その後、前かがみの姿勢が目立つようになり、両手の軽微な

静止時振戦と歩幅の狭さを指摘された。また、意欲低下を自覚していた。病院を受診したところ、

記'億障害はなく、頭部MRIで粗大病変は指摘されなかったが、心筋シンチグラフイで交感神経機

能の有意な低下を指摘された。

治療薬として適切なのはどれか。

ａメトトレキサート

ｂネオスチグミン

ｃスルピリド

．ドネ ペジル

ｅレポドパ

左腰部から左殿部にかけての妬みを主訴に来院した。２月頃からゴルフの素振り

を度々自覚していた。５月に近医を受診し施行された腰部エックス線単純撮影で

認められなかったが、７月の腰部エックス線単純撮影にて異常が認められた。７

３４５０歳の男性。左腰部から左殿部に；

をした際に腰痛を度々自覚してい海

は、特に異常は認められなかったが、

月の腰部エックス線単純写真を示す。

診断はどれか。

ａ骨粗軽症

ｂ変形性脊椎症

ｃ化膿性脊椎炎

d椎間板ヘルニア

ｅ転移性脊椎腫傷

３７５６歳の男性。以前より頭痛のため市販の解熱鎮痛薬を内服していた。内服するたびに捧みを伴

う暗紅色の境界明瞭な紅斑が前腕の同じ部位に繰り返して出現するようになった。最近は発疹部

にぴりぴり感や強い刺激感があり発疹の数が増えている。前腕の写真を示す。

原因を調べるために初めに行うべき検査はどれか。

ａ内服テスト

ｂパッチテスト

ｃプリッ ク テ ス ト

．スクラッチテスト

ｅ 薬 剤リンパ球刺激試験

－２０４１３－
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７月の腰部エックス線単純写真

「
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頭部造影ＣＴ
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頚部所見
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

３８２４歳の女性。数年前より前頚部に腫脹が出現したが、痛みがないため放置していた。３週間前

より増大を自覚したため来院した。頚部腫脹は触診上､表面整で､可動性はよく、舌挺出で上下する。

頚部所見、頚部造影ＣＴ所見を示す。

この疾患の特徴として誤っているのはどれか。

４０２８歳の女性。最近､めまい､ふらつきが多いため､精査目的で入院した。失神の既往が３回あり、

家族歴では姉が19歳で突然死している｡入院中､失神はなかったが､気が速くなるようなことがあっ

た。入院時の１２誘導心電図および入院中のモニター心電図を示す。

この患者の疾患、病態、および治療について誤っているのはどれか。

ａ不整脈発作時は直流除細動が有効である。

ｂβ遮断薬は不整脈発作予防に有効である。

ｃⅢ群抗不整脈薬は不整脈発作予防に有効である。

ｄ植込み型徐細動器（ICD）は突然死予防に有効である。

ｅ血清カリウム値を正常上限に保つことは不整脈発作予防に有効である。

－戸１へ-----Vﾍー ｰー ﾏー ﾘへ

ａ摘出手術が有用である。

ｂ頚部超音波が有用である。

ｃ第２鯛裂由来疾患である。

ｄ舌根に交通することがある。

ｅ上気道感染で増大することがある。

〆ダ戸一一局~
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頚部造影ＣＴ所見
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３９５５歳の男性。心嵩部痛、食欲不振、黒色便を主訴に来院した。身体診察所見では心寓部に圧

痛が見られる他は異常を認めず。血液所見では軽度の鉄欠乏性貧血を認めるのみであった。血

液生化学所見：総蛋白６４９/dZ、アルブミン３．３９/dZ、ＬＤＨ２７０１Ｕ/ノ（基準176-353)、尿素窒素

２０．０ｍｇ/dj，クレアチニン１０ｍｇ/dJ。上部消化管内視鏡写真を示す。

14

,1Ｊﾊuルト！
Ｗ

L_/－－－－L一一ヘーーーミ

１２誘導心電図正しいのはどれか。

ａ化学療法の適応である。

ｂ外科的胃切除術が必要である。

ｃプロトンポンプ阻害薬が有効である。

ｄ潰傷周囲には結節状の周堤を認める。

eBridging-foldを伴う腫傷性病変を認める。

１
１
１
１
僧

Ｌ

州！

Ｌ
上部消化管内視鏡写真
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モニター心電図
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４１７２歳の男性。２０年前から高血圧で治療中である。爺近、歩行時足が出にくく小刻みでつまづき

やすくなったため受診。体温36.6℃。脈拍７５／分、整。血圧134/７０mmHg･神経学的には意識

は清明で橘音障害を認める。長谷川式簡易知能評価スケール１９点（30点満点)。明らかな麻仰は

４２６３歳の男性ｏ２年前に胃癌のため胃全摘術を受けた。ｌか月前より全身倦怠感、微熱が続いた

ため来院。血液所見：赤血球258万、Ｈｂ８２ｇ/ｄｊ、Ｈt25.1％、白血球17,400、血小板1.3万。血

液生化学所見:総ビリルピン０３ｍｇ/dJ、ＡＳＴ６４１Ｕ/ﾉ、ＡＬＴ１９１Ｕ/J、ＬＤＨ2,0411U/ＪｏＣＲＰＯ‘８５

ｍｇ/dﾉ。歯肉所見（図ｌ)、及び骨髄所見（メイ･ギムザ染色;図２左、非特異的エステラーゼ染色；

図２右）を示す。

正しいのはどれか。

ａ内因子抗体が陽性である。

ｂ診断は胃癌の骨髄転移である。

ｃ好塩基球増多を伴う事がしばしばある。

ｄ単球系の腫傷細胞の増殖が認められる。

eBCR-ABLl融合遺伝子の検出が診断の決め手となる。

Ｆ

認めず、動作緩慢もない。

頭部MRIＴ２強調画像を図に示す。

この患者に認められるのはどれか。

ａ幻視を認める。

ｂ下肢に症状が強い。

ｃ症状の左右差を認める。

ｄ眼球が垂直方向に動かない。

ｅ上肢の安静時振戦を認める。

頭部ＭＲｌＴ２強調画像

。
〆

２日

〔

－２０４１８－

ｑ

歯肉所見（図１）

骨髄所見（メイ・ギムザ染色）（図２）骨髄所見（非特異的エステラーゼ染色）（図２）

－２０４１７－



胸部エックス線写真を示す。

この感染症で誤っているのはどれか。

ａ集団発生することがある。

ｂ精神神経症状を伴うことがある。

ｃ尿中抗原の測定は、診断に有用である。

ｄ胸部ＣＴで浸潤影を呈することが多い。

ｅβ一ラクタム系抗菌薬が有効である。

「
や
睡
画
●

2011(H23)年度6年生総合試験問題

４５２４歳の女性。生来健康。全身の浮腫を主訴に来院した。５日前より突然両足の浮腫を自覚。体

重が１０ｋｇ増加した。身長158ｃｍ、体重６５ｋｇ、顔面、両足に著明な浮腫を認める。尿所見：

尿蛋白定量８．０９/日、糖（－)、潜血（一)。血液生化学所見：総蛋白５．０９/dJ、アルブミン２．１

９/dﾉ、クレアチニン０８ｍｇ/dﾉ、総コレステロール５５７ｍｇ/dﾉ。腎生検所見（H-E染色、400倍）

を示す。蛍光抗体法では免疫グロブリン、補体はいずれも陰性であった。

４３５４歳の男性。３日前より感冒症状あり。今朝から呼吸困難が認められ、救急車を要請し搬送さ

れた。

既往歴：なし。喫煙歴：２０本×３５年間。飲酒歴：ビール１缶／日。旅行歴：２週間前に箱根の

温泉に行った。ペット飼育歴：なし。

現症：意識ＪＣＳ１桁、体温385℃、呼吸数３５／分。脈拍９０／分･整・血圧120/８０mmHgo

SpO290％（酸素吸入１０〃分)、呼吸音右前胸部でcoarsecrackles聴取。

検査所見：白血球２５．５×103／βＩ（好中球８０％)、赤血球５．４３×106／“、Ｈｂ１７．７９/dZ、血小板

19.4×１０４/皿､AST301U/ｊ､ALT151U/J､BUN30mg/dJ､Cr1.35mg/dJ,CRP

３６．０ｍｇ/dﾉ。

ロ客疾のグラム染色では、有意な菌は認められなかった。

診断はどれか。

ａｌｇＡ腎症

ｂ膜性 腎症

ｃ急性糸球体腎炎

ｄ膜性増殖性糸球体腎炎

ｅ微小変化型ネフローゼ症候群

Ｆ型

一rさ:L討元Ⅲー凸甲恥■産ｲ
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腎生検所見
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４６２９歳の女性。３週間前からの微熱と両下肢のしびれを訴えて来院した。１年前から気管支瑞息

と診断され近医に通院している。１週間前から両下腿の皮下結節と上行するしびれ感を自覚して

いる。身長172ｃｍ､体重61ｋｇ･体温378℃・脈拍72回/分､整｡血圧106/72mmHg･尿蛋白（一)、

尿潜血（一)。

血液所見：赤血球430万､白血球13,600(好中球48％､好酸球32％､リンパ球20％)､血小板42万。

下腿皮層生検では、小血管周囲に好酸球浸潤を伴う肉芽腫がみられた。

この疾患でみられるのはどれか。

ａ抗ＤＮＡ抗体

ｂ抗ＲＮＰ抗体

ｃ抗セントロメア抗体

．抗ミトコンドリア抗体

ｅ抗好中球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）

胸部エックス線写真

４４６２歳の女性。健康診断で、脂質異常症と甲状腺腫大を指摘され受診した。

最近、倦怠感が増悪し、気力が続かない事も訴えている。意識は清明。身長１５４ｃｍ、体重６１

ｋｇ・体温354℃・脈拍54/分、整。血圧100/５６ｍｍＨｇ。甲状腺は軽度腫大し、庄痛を認めない。

下腿に圧痕を残さない軽度の浮腫を認める。TSH482皿/ｍノ（基準0.2～4.0)、ＦＴ３１･lpg/ｍノ（基

準2.5～45)、ＦT４０．４ｎｇ/dJ（基準0.8～2.2)。総コレステロール２７８ｍｇ/dJ、ＬＤＬコレステロール

156ｍｇ/dJ､ＣＰＫ２７２Ｕ/ﾉ､抗ＴＳＨ受容体抗体４％（基準１０以下)、抗サイログロブリン抗体陽性。

超音波所見で甲状腺内のエコーレベル低下を認める。

この症例の治療薬として適切なのはどれか。

ａ利尿薬

ｂ無機ヨード

ｃレボチロキシン

．プロピルチオウラシル

ｅＨＭＧ－ＣｏＡ還元酵素阻害薬

－２０４１９－
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４７４８歳の女性。左下肢腫脹、疫痛あり４日後に当院を受診した。血管超音波で左外腸骨静脈に血

栓を認めた。胸腹部四肢造影ＣＴで肺血栓塞栓症は認めなかった。左総腸骨静脈、内外腸骨静脈に

陰影欠損を認めた。造影ＣＴの再構成画像を示す。

既往歴として子宮筋腫で子宮摘出術、卵巣のう腫で両側卵巣卵管摘出術を施行している。

治療法はどれか。２つ選べ。

ａ動脈塞栓術

ｂ血栓溶解療法

ｃストリッピング手術

ｄステントグラフト内挿術

ｅ下大静脈フィルター留置術

造影ＣＴの再構成画像

４８１歳６か月の男児。１週間前から３８～39℃の発熱が続いている。４日前から全身に紅斑が出現

した。近医で感染症を疑われセフェム系抗菌薬を処方されたが症状の改善は見られなかった。昨

日より両手掌の紅潮と浮腫を認めるようになった。来院時には眼球結膜の充血を認めたが眼脂は

なく、口唇の紅潮・毎舌を認めた。診察にて頚部に径１ｃｍ程度のリンパ節を数個触知した。胸部

聴診所見は異常を認めなかった。

この疾患の合併症はどれか。

ａ亜急性硬化性全脳炎

ｂ血小板減少性紫斑病

ｃギランバレー症候群

ｄ急性糸球体腎炎

ｅ冠動脈癌

－２０４２１－
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４９３５歳の初産婦。妊娠20週の時、１日数回の下腹痛と少量の出血を認め、受診した。掻捧感はな

く、初期のスクリーニング検査でクラミジア・トラコマテイスは陰性であった。クスコ診で、帯

下は淡黄色やや増、経膿超音波検査では、図に示す所見であった。体温37.0℃・脈拍７１/分、整。

血圧128/７９ｍｍＨｇ。

治療方針で正しいのはどれか。

ａ抗菌薬の予防投与

ｂマクドナルド縫縮術

ｃ子宮頚部円錐切除術

ｄ妊娠33～36週頃に陸周辺の培菱検査

ｅ入院による安静と子宮収縮抑制薬投与

』イリ
■ザＴ■

十・・・＋の距離46ｍｍ

図

５０６５歳の男性。動‘倖と息切れ、全身倦怠感を主訴に来院した。３か月前から坂道を上がる際に動

惇と息切れを自覚するようになった。毎日、アルコール（ビール中瓶３本、焼酎の水割り５杯）

を飲んでいる。既往には、アルコール中毒の治療歴がある。意識は清明。身長１６３ｃｍ，体重５５

ｋｇ・呼吸数20/分、脈拍98/分、整。血｣圧122/７２ｍｍＨｇ・眼臓結膜は貧血様。

血液所見：赤血球154万、Ｈｂ７．３９/dJ、Ｈt１８８％、白血球4,800、血小板18.2万、白血球分画に異

常はない。生化学検査には異常はなく、ビタミンＢｌ２５２４ｐｇ/ｍノ（基準180～914)、葉酸１．３ｎｇ/ｍｊ

（基準3.1以上）であった。

対応として適切なのはどれか。

ａ鉄剤の投与

ｂ葉酸の投与

ｃ免疫抑制薬の投与

．ビタミンBl2の投与

ｅ赤血球濃厚液の輸血

－２０４２２－
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

５１１５歳の女性｡背部の変形を主訴に来院した。背部の写真①と全脊椎エックス線写真②､③を示す。

認められる臨床所見はどれか。

５２３５歳の女性。頭痛を主訴に来院した。

現病歴：３か月前から時々頭痛を自覚し、歩行時にはふらつく様になった。１週前から頭痛が増

悪している。

既往症：特記すべきことはない。

現症：身長158ｃｍ、体重47kg･体温362℃・脈拍６４回／分。血圧126/66ｍｍＨｇ･意識清明。

神経学的に異常を認めない。頭部造影ＣＴを示す。

背部の写真①

』墨
．
‐
＆

ａ 翼状肩甲

ｂ肋骨隆起

ｃ円背

ｄ漏斗胸

ｅカフェオレ斑

Ⅲ

この疾患の画像所見で正しいのはどれか。２つ選べ。
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avasculararea

butterHyshape

rlngenhancement

sun-burstappearance
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頭部造影ＣＴ画像
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全脊椎エックス線写真② 全脊椎エックス線写真③
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

５３６４歳の女性。繰り返す肺炎と気管支拡張症にて治療を受けていた。最近略血を繰り返すため気

管支動脈塞栓術が行われた。胸部エックス線写真正面像と血管造影検査を示す。

カテーテルの走行で正しい組合せはどれか。

５４７６歳の男性。高血圧に対して降圧薬内服中であった。突然激しい胸揃が出現し、持続するため

救急車にて救命センターを受診した。来院時、血圧196/lO2mmHg、心拍数98/分、整。意識は

清明であった。胸部造影CT検査を示す。

治療として誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ降圧治療．

ｂモルヒネ投与

ｃ血栓溶解療法

ｄ胸部大動脈内ステントグラフト内挿術

ｅ人工血管置換術

→気管支動脈

→気管支動脈

→気管支動脈

→気管支動脈

→気管支動脈

→門脈

→肺動脈

→肺動脈

大腿静脈

大腿動脈

大腿静脈

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

札

蕊：

－２０４－２５－

５５１８歳の女子。生徒会活動にも積極的に参加し友人も多かった。１年前から徐々に口数が減り、

友人との交流も途絶えがちとなった。昼夜逆転の生活となり「学校に行くと周囲から自分のうわ

さ話が聞こえてくる」「みんなに見張られている」と訴え、学校を休むことが多くなった。意訓は

清明。神経学的所見に明らかな異常は認められない。表情は硬く、質問以外のことは語ろうとし

ない。

治療薬で適切なのはどれか。

ａ睡眠薬

ｂ抗うつ薬

ｃ抗不安薬

ｄ抗締神病薬

ｅ気分調整薬

－２０４２６－

大腿静脈→下大静脈

犀

｜』

大腿動脈→下行大動脈

ｅ

;型

胸部造影ＣＴ検査

弓宣侭冨I

胸部造影CT検査
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血管造影検査
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胸部エックス線写真正面像
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

６３歳の男性。鼻の黒色斑を主訴に来院した。５年前より気が付いていたが少しずつ拡大してき

たため受診した。鼻の写真と切除組織のH-E染色標本を示す。

診断はどれか。

ａ日光角化症

ｂ馬平上皮癌

cPaget病

。基底細胞癌

ｅ悪性黒色腫

５７５７歳の男性。幼少時に耳漏を繰り返したことがあり、以来右の雌聴を自覚していた。成人後も

１年に１回程度右の耳漏が出ていた。最近日常の会話で聞こえづらさを感じるようになってきた

ため受診した。受診時の右鼓膜所見および純音聴力検査結果を示す。

治療として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ抗菌薬を投与する。

ｂ右中耳根治術を行う。

ｃ右鼓室形成術を行う。

d右に補聴器を装用させる。

ｅ副腎皮質ホルモン薬を投与する。

剛８

、

兇，一

写

山ｕＩＩＬ
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鳥一己
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缶
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１００

１１０

１２０

5０

６０

７０

且

切除組織のH-E染色標本

Ｚ夕

r 亀＝畠

鼻謬髪“,鍔鴎雪

1２５250500100020004000800011竃

純音聴力検査結果右鼓膜所見

鼻の写真

５８６９歳の男性。前夜の飲酒後から尿が出ないことを主訴に来院した。既往歴に特記すべきことは

ない。来院時、下腹部が著明に緊満していた。

腹部超音波検査では拡張した勝I光を認め、腎には異常を認めなかった。

次に行うべき処置として正しいのはどれか。

ａ輪液

ｂ導尿

ｃ胃洗浄

．腹腔穿刺

ｅ腎痩造設

ハーーー〈

ｚ_ふえ」
ゴー〉
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、
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囲
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

５９１２歳の女児。２週間前から右眼の視力の変動があり来院した。右前眼部写真を示す。 ６２５６歳の女性。労作時の息切れを主訴に来院した。３か月前から脈の不整を自覚し、坂道で息切

れを自覚するようになった。脈拍88/分、不整。血圧112/７２ｍｍＨｇ･胸部でラ音は聴取しない。

来院時の心電図、別の日に心尖部より記録した収縮期の心エコー図とカラードップラー心エコー

図を示す。

治療薬として適切なのはどれか。２つ選べ。

nＨＨ

ラードッブラー心エコー図

最も考えられるのはどれかc

aWilson病

bHurler症候群

cMarfan症候群

dSterge-Weber症候群

evonRecklin耳hausen病

〃
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右前眼部写真

鍵
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lrNr-''十

６１４８歳の男性。６か月前から、慢性骨髄性白血病（慢性期）の診断でイマチニブメシレートにて

内服治療中であった。治療後も、末梢血で測定したBCR-ABL遺伝子の発現量が減少せず、２週間

前から白血球数が増加傾向であった。

予想される所見はどれか。３つ選べ。

ａ牌腫の増大

ｂ原因不明の発熱

ｃＮＡＰスコア低下

ｄ末梢血の芽球増加

ｅ末梢血の単球増加

６０１５歳の女子。初潮の発来がないことを心配し来院した。身長146.5ｃｍ（－２‘OSD)、体重50.0

ｋｇ･父の身長１７２ｃｍ､母の身長158ｃｍ･新生児期に動脈管開存と足背浮腫を指摘されたことがある。

翼状頚、外反肘を認め、乳房は腫大なく、陰毛もみとめていない。

最も考えられるのはどれか。

ａ体質性低身長

ｂTurner症候群

ｃ思春期遅発症

ｄ神経性食思不振症

eKljnefelter症候群

aV同一r-rf-Y~､一Ｔ
Ｖ４
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収縮期の心エコー図



ａ鞍鼻

ｂ円板状紅斑

ｃ陰部潰癌

ｄ結節性紅斑

eRaynaud現象
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

６３３２歳の女‘性。調理中､衣服に引火し熱傷を受傷して搬送された。顔面（Ⅱ度)､頚部前面（Ⅱ度)、

前胸部（Ⅲ度)、両上肢半周性（Ⅱ度）の熱傷を認めた。

熱傷面積の体表面積に占める割合はどれか。

ａ９％

ｂ１７％

Ｃ２２％

ｄ３２％

ｅ３６％

６４４４歳の女性。右下肢の嬉痛・腫脹と呼吸苦を主訴に来院した。４０歳頃から口腔内に有痛性の潰

傷が繰り返し出現していた。また、小さな怪我や虫刺されが化膿する傾向があった。１か月前よ

り右下肢の姪痛、腫脹が出現するようになった。２週前より階段昇降時に呼吸苦を感じるように

なり来院した。

来院時、体温36.8℃･脈拍１１０/分、整。血圧120/５２ｍｍＨｇ・頚部と前胸部の毛のうに一致し

て膿庖を認めた。右下腿全体に腫脹と圧痛を認めた。また、同部位に表在静脈の怒張と圧痛を認め

た。右足関節の腫脹と圧痛を認めた｡

尿所見：蛋白（一)、糖（一)。血液所見：赤沈３５ｍｍ/１時間、赤血球458万、Ｈｂｌ３７ｇ/ｄｊ、

Ｈt406％、白血球8,400（好中球６８％、好酸球０％、単球６％、リンパ球26％)、血

小板155万。ＡＳＴｌ９単位（基準40以下)、ＡＬＴ１６単位（基準35以下)、尿素窒素

166ｍｇ/ｄｊ､クレアチニン057ｍｇ/dJ､CRP2.66ｍｇ/ｄＸ基準0.3未満)。動脈血ガス分析：

Pao，６３ToIr､PaCO’３２Ｔｏ茸。ＨＣＯ５２３８ｍＥｑ/ﾉ。胸部造影ＣＴと下肢静脈造影を示す。

この疾患でみられるのはどれか。２つ選べ。

『

－２０４３１－

下肢静脈造影胸部造影Ｃｌ


